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教 育 目 標
（The educational Targets 

of Our School）

Achieve a role in the global community.
人権尊重の精神を基盤にした教育理念の基に
国際社会に主体的に対応することのできる、
心身ともに健康で知性と感性に富んだ、人間
性豊かな生徒の育成を目指します。

・自律(Grow)

・尊重(Respect)

・創造(Create)

週時間割例 （１年生） は英語使用

月 火 水 木 金

朝
朝礼 短 学 活

短学活 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾚｯｽﾝ（英語活動）15分

1 学活 数学 英語 保体 家庭

2 数学 社会 国語 英語 国語

3 英語 英語 体育 数学 社会

4 国語 国語 理科 技術 数学

5 美術 理科 総合 社会 道徳

6 理科 総合 短学活 道徳 総合

短学活 短学活 短学活 短学活

パーシャル・イマ―ジョン
学校生活の中で日常的に英語に親しみ、自然と理解できるようになる環境です。

世界へ 松濤中生

Let’s study English and 
have fun at Shoto!

GREAT ALTs

（令和8年5月1日現在）

https://shibuya.schoolweb.ne.jp/1320124


火曜日から金曜日の毎朝１５分間は、
全校一斉に英語のモーニングレッス
ンを行います。英語以外の授業（音
楽・美術・家庭・保体）に日本人教
員と外国人指導員が授業をします。
２年次には、English Campで３日間、
英語漬けの生活を送ります。
それ以外にも、各教科において国際
理解教育を推進しており、３年間で
多くの英語に触れることができます。

国際理解教育

テニス部

•東京都中学校テニス選手権 第２ブロック大会
シングルス４回戦出場、 ダブルス４回戦出場

バドミントン部

•区大会 女子団体戦優勝

•都大会 男子団体戦出場 男子シングルス出場

陸上部

•第64回東京都中学校総合体育大会出場

•女子共通1500m 第４位・女子共通砲丸投げ 第４位

•第71回全日本中学校通信陸上競技東京大会出場

バスケットボール部

•東京都中学校バスケットボール新人大会
男子 都大会出場

野球部

•第２ブロック秋季大会 出場

茶道・かるた部

•茶道 表千家「入門免状」取得

吹奏楽部

•第65回東京都中学校吹奏楽コンクール Ｂ組銀賞

探究
探究基礎では、より良い探究を進め
るために必要な、アンケートの取
り方やプレゼンの方法等を学びます。
テーマ探究では、各学年、行事と関
連付け、共有のテーマグループごと
に、その課題解決に向かって協働し
ながら探究を進めます。
My探究では、全学年一緒に探究し
たいカテゴリごとに分かれ、ゼミ形
式で年間を通して行います。

部活動のこれまでの主な功績について

未来の学校
学びのワクワクが集まる、
みんなの空間
ラーニング・コモンズ
①協働学習ができるスペース
②多様な学びに対応できるスペース
③個別学習ができるスペース
④好奇心を満たす図書スペース

英語検定取得状況（令和７年度３年生）

３級 準２級 ２級 準１級 １級

76.0% 55.8% 17.3% 3.8% 0%

× = 世界へ 松濤中生
生徒主体の

未来の学校づくり
生徒が学校運営に積極
的に参画、学校を創っ
ていく場をつくります。
生徒によるルールメイ
キングを行います。
生徒、教員、地域が、
一緒になって未来の学
校をつくりあげます。

３級 準２級 ２級 準１級 １級

84.0% 54.0% 13.0% 5.0% 1.0%

英語検定取得状況（令和６年度３年生）

③フォーカススペース ④リソーススペース

①クリエイティブスペース ②グループワークスペース

青山キャンパス（※）の
ラーニング・コモンズ

※校舎建て替えに伴い、令和7年8月
から仮設校舎（青山キャンパス：神
宮前5-53-18）へ移転中。



グローバル コミュニケーション
問いを力に、世界へ松濤中生

～ Global Future School ～

■教育ビジョン（目指す生徒像）
 グローバルな視点で問いに挑戦する行動力を育む
 世界の課題を自分事として捉え、多様な他者と協働して、解決に向けて主体的に行動できる生徒

■特色とビジョンについての背景・説明
本校では、ALTと連携した毎朝の英語アクティビティや実技教科での英語活用、英語による生徒会朝礼

や儀式的行事の運営など、生徒が日常的に英語に触れ、実際に使いながら学ぶ環境を整えています。また、
国際平和に貢献した方を講師に招くワークショップなどを通して課題を探究し、多様な文化や価値観を尊
重しながら、平和な国際社会に主体的に貢献できる力を育成しています。

本校のこれまで渋谷区の英語教育重点校として培ってきた特色を踏まえながら、世界言語としての英語
を学ぶだけでなく、異なる背景を持つ人々と対話し、互いを認め合いながら自ら答えを創る力を養います。
渋谷という国際色豊かな環境を活かし、多様な他者と協働して主体的に行動できる人を育てるため、生徒
たちが世界の課題を自分事として捉え、自分に何ができるのかを考え続ける力を育む教育を目指します。

■具体的なプログラム内容
●国際的な人道支援を行うNPO・企業への訪問及び支援体験

●大学連携によるグローバル・アントレプレナーシップ

●松濤Worldサテライト（SWS）による世界ニュース等の発信

●企業等への社会課題解決提案、英語×探究コンテストへの参加

●世界の課題をテーマに、海外校・大学・企業等との共同プロジェクトを生徒自ら企画・立案・実施

●ALTと連携した毎朝の英語アクティビティやイングリッシュ・タイム

●実技教科での英語活用

●英語による生徒会朝礼や儀式的行事、運動会などの行事運営

●留学生との交流（WTOC）（１年生）

●English Camp（２年生）

●修学旅行での現地留学生との交流（３年生）

●ミクロネシア国際交流（全学年）

●アントレプレナーシップ教育

国連関係の講師による授業及びワークショップ

●My探究

身近な生活や自分の興味・関心から問いを立てる（１年生）

その問いが他の地域でも当てはまるのかを考える（２年生）

その問いに対して社会や世界の課題解決につながるか考え、発信する（３年生）

●テーマ探究

学年ごとにテーマを決めて、個人またはグループで探究する

●教科探究

各教科で学んだことをもとに、自ら問いを立て自分なりの答えを創る

●道徳教育の充実

多様性の理解、共感、思いやりの心、自己理解、他者理解 など

●生徒会活動の充実

生徒会、専門委員会、行事委員会などを活発化した生徒主体の学校づくり
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